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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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8ページ詳細は

並
香
順
記
念
講
堂
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
、
当

日
は
千
三
百
名
を
超
え
る
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
塩

見
み
づ
枝
・
文
部
科
学
省
前
生

涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課

長
に
よ
る
基
調
講
話
等
が
あ

り
ま
し
た
。

公
開
講
演
に
は
、
テ
レ
ビ
で

も
お
な
じ
み
の
作
曲
家
・
青
島

広
志
氏
を
招
き
、
今
年
度
の
Ｓ

Ｏ
Ａ
年
間
テ
ー
マ
「
ラ
イ
フ
〜

い
の
ち
・
く
ら
し
・
人
生
〜
」
に

ち
な
み
、『
音
楽
の
喜
び
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
』
と
題
し
、

「
何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る

合
唱
、
年
配
の
方
が
始
め
る
な

ら
バ
イ
オ
リ
ン
よ
り
も
ビ
オ

ラ
が
お
勧
め
」
な
ど
、
青
島
氏

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
が

あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
の
聖
徳

大
学
音
楽
学
部
の
教
員
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
／
原
佳
之
・
演
奏
学
科

教
授
、
解
説
／
山
本
ま
り
子
・

音
楽
総
合
学
科
教
授
）で
は
、

テ
ノ
ー
ル
の
望
月
哲
也
講
師
と
、

ソ
プ
ラ
ノ
島
崎
智
子
・
演
奏
学

科
教
授
の
ソ
ロ
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
、

そ
し
て
、
原
教
授
と
山
田
昌
宏

演
奏
学
科
准
教
授
に
よ
る
ピ

ア
ノ
二
重
奏
で
し
た
。さ
ら
に
、

松
居
直
美
・
演
奏
学
科
教
授
の

迫
力
あ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
も
あ
り
、
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。

6月1日（金）～25日（月）
・応募期間・

宿泊券プレゼント
クイズ開催！

・山中湖ガーデン
・かすがの森

公立小学校教員採用試験 93名
平成24年度

合格者
（平成24年3月現在）
（通学課程のみ、既卒者含む）

聖徳大学 児童学部 児童学科

幼稚園教員就職者数
平成24年3月卒業生実績

・・186名
保育士就職者数・・・・・・・224名
公立保育士合格者数 ・・・・52名難関
公立幼稚園教員合格者数・・5名難関

幼稚園教員・保育士の採用数

全国 位11111111111111111111111116年連続

（2008～2013年版週刊朝日進学MOOK
「大学ランキング」より）

聖徳大学 児童学部 児童学科 &
聖徳大学短期大学部 保育科

２０１４年４月、聖徳大学に
看護学部 看護学科（仮称）の設置を構想中

建学の理念「和の精神」をもとに、人間性豊かな看護師の育成を目指して、
2014年4月に看護学部 看護学科（仮称）の設置を構想しています。

去
る
三
月
二
十
五
日（
日
）、

千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ

た
「
ち
ば
コ
ー
プ
・
き
や
っ
せ
物

産
展
２
０
１
２
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
企

画
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

宮
城
県
・
山
田
水
産
の

「
さ
ん
ま
の
か
ば
焼
き
」

で
簡
単
に
で
き
る
ア
レ

ン
ジ
・
レ
シ
ピ
を
考
え
、

参
加
し
ま
し
た
。

物
産
展
で
は
、
宮
城

ブ
ー
ス
の
一
員
と
し
て

レ
シ
ピ
の
紹
介
と
料
理

の
サ
ン
プ
ル
展
示
、
子

ど
も
向
け
の
食
育
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
し
た
。
初

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
レ
シ
ピ
の
紹
介
や

食
育
ク
イ
ズ
を
行
う
こ
と
で
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
よ
い
学

習
の
機
会
と
な
り
、
一
回
り
大

き
く
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
は
被
災
者
の

一
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
た
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
各
地
か
ら
の
多
く
の
支
援

に
感
謝
し
な
が
ら
、
東
北
地
方

が
早
く
元
通
り
に
復
興
す
る
よ

う
に
日
々
応
援
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
生
と
し
て
、
ゼ
ミ

生
五
人
が
少
し
で
も
復
興
支
援

に
か
か
わ
れ
た
こ
と
は
、
貴
重

な
体
験
と
し
て
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
栄
養
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
披
露

―
き
や
っ
せ
物
産
展
２
０
１
２

聖
徳
大
学
人
間
栄
養
学
部
四
年

志
田
奈
生
子

参加した人間栄養学科の学生たち（後列左が筆者）

［１］材料を切る
・トマト、玉ねぎは、薄くスライスする。
・さんまのかば焼きは、切れ目を入れ、
食べやすい大きさに切る。
・レタスは、少し大きめに切る。

［２］ご飯を成形する
・約60g程度とり、おにぎりを作る要領
で丸めて、平らにする。

［３］焼く
・フライパンを熱してゴマ油を入れ、ご飯
を焼いていく。
・表面に焼き色を付け、少し固めに焼
く（1人分2枚）。

［４］はさむ
・焼いたご飯の上に材料をのせ、はさむ。

作ってみ
よう！ さんまバーガー

栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
塩分

・・・339kcal
・・・・・・・9.5g

・・・・・・・・・・・・・10.0g
・・・・・・・・51.1g

・・・・・・・・・・・・・・0.5g

〈材料〉（2人分）
さんまの蒲焼き
ご飯
トマト
玉ねぎ
レタス
ごま油

・・・90g
・・・・・・・・・・・・・240g
・・・・・・・・・・・・60g
・・・・・・・・・・・・30g
・・・・・・・・・・・・30g
・・・・・・・・・・・・10g

音
楽
学
部
教
員
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
も

講演をする青島氏

四
月
二
十
七
日（
金
）、
第
七

十
九
回
学
校
法
人
東
京
聖
徳
学

園
創
立
記
念
日
式
典
、
川
並
弘

昭
前
理
事
長
・
学
園
長
の
一
周
忌

法
要
に
先
立
ち
、
聖
徳
大
学
川

並
弘
昭
記
念
図
書
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
て
川
並
弘
昭
前
理
事
長

学
園
長
の
胸
像
除
幕
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

川
並
知
子
名
誉
学
園
長
、

川
並
弘
純
理
事
長
・
学
園
長

胸
像
の
制
作
者
で
あ
る

彫
刻
家
・
雨
宮
敬
子
氏
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者

が
参
列
し
ま
し
た
。

胸
像
は
、
前
理
事
長
自
身

が
長
年
に
わ
た
り
構
想
を

温
め
、
実
現
さ
れ
た
図
書
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
毎
日
学

生
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

前
理
事
長
・
学
園
長
の
胸
像
除
幕
式
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現在の人文学部にある４学科４コースの学びを統合し、独立した
学問分野・体系を念頭に置いた新しい学びの仕組みを整え、２０１３年
４月に「文学部 文学科※」を設置します。文学科に設けられる６コース
で、豊かな教養と併せ、実社会で強く求められるコミュニケーション
スキルと柔軟な応用力を備えた人材を育成します。

現在の人文学部 2013年4月より

人文学部

■生涯教育文化学科
■女性キャリア学科
■英米文化学科
■日本文化学科
●日本語・

日本文学コース
●歴史文化コース
●書道文化コース
●図書館情報コース

文学部※

■文学科※

●英語・英文学コース※

●日本語・日本文学コース※

●歴史文化コース※

●書道文化コース※

●図書館情報コース※

●キャリアコミュニケーション
コース※

一部内容は、児童学部児童学科（ ）児童文化コースへ

▼

２０１３年４月、聖徳大学に
文学とコミュニケーションスキルを
融合させた新しい「文学部※

」が誕生
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※2013年4月
改組構想中

学生による報告

「
Ｓ
Ｏ
Ａ
開
設
二
十
周
年
記
念

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
開
催

１
３
０
０
人
が
音
色
に
酔
う

平
成
四
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
二
十
周
年
を
迎
え
た

聖
徳
大
学
の
生
涯
学
習
講
座

「
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）」
は
、
四
月

二
十
一
日（
土
）、
聖
徳
大
学
川

左より雨宮氏、川並理事長・学園長、川並名誉学園長

あ
め
の
み
や

・
、

・

﹇
雨
宮
敬
子
氏
略
歴
﹈
昭
和
六
十
年

日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
。
日
展

顧
問
、日
本
彫
刻
会
常
務
理
事
を
歴
任
。
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四
月
二
十
九
日（
日
）、
平
成
二
十
四
年
春
の
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
学
園
関
係
者
よ
り
次
の
三
名
が

受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

平
成
二
十
四
年

春
の
叙
勲受

章
者

聖
徳
大
学
学
事
顧
問

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

客
員
教
授

北
原
保
雄

聖
徳
大
学
名
誉
教
授

藤
井

繁

元

聖
徳
大
学
大
学
院

教
職
研
究
科
教
授

三
上
裕
三

聖徳大学が大学機関別認証評価において
2機関から認定される

●

瑞
宝
重
光
章
（
教
育
研
究
功
労
）

●

瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
研
究
功
労
）

●

瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
功
労
）

聖徳大学は、平成２３年度に独立行政法人大学評価・学位授与

機構（NIAD-UE）が実施する大学機関別認証評価で、「基準を満

たしている」と認定されました。さらに、SOA（Seitoku University

Open Academy）の教育活動を中心とした、正規課程の学生以外

に対する教育サービスの状況について、「目的の達成状況が良好

である」との評価を受けました。また、財団法人大学基準協会が

実施する大学評価（機関別認証評価）でも、「基準に適合している」

と認定されました。

この評価結果により、本学の教育研究の諸活動が日本の高等

教育機関として十分な水準にあることが認められました。本学は、

今回の評価を受けてさらにより一層、教育研究活動等の充実に

努めていきます。

自
分
の
こ
と
を
一
番
見
て
い
る
の

は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
自
分
で

あ
る
に
違
い
な
い
。
自
分
の
良
い
と

こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
全
て
お
見
通

し
だ
。

そ
ん
な
自
分
を
よ
く
知
る
、
自
分

の
よ
う
な
存
在
の
犬
丸
太
郎
み
た
い

な
人
物
が
現
れ
た
ら
、
そ
れ
は
主
人

公
で
な
く
と
も
大
変
あ
せ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
主
人
公
の
秘
密
の
部
分
を
共

有
し
、
向
こ
う
は
良
い
者
こ
ち
ら
は

悪
者
と
な
る
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。

一
郎
の
す
る
こ
と
は
大
た
ん
だ
。

作
文
を
写
し
た
り
、
テ
ス
ト
の
問
題

集
を
買
っ
て
ず
る
し
た
り
、
到
底
私

に
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
一
郎

に
も
本
当
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
一
郎
が
み
た
、
夢
の
よ
う
な

想
像
の
話
だ
と
思
う
か
ら
。
い
つ
も

一
緒
に
い
る
、
犬
の
ク
ロ
が
犬
丸
太

郎
に
な
り
す
ま
し
、
い
つ
も
一
郎
を

見
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
同

じ
行
動
を
と
り
、
一
郎
の
良
く
な
い

行
動
を
い
ま
し
め
て
い
る
の
だ
。
私

に
も
ペ
ッ
ト
の
イ
ン
コ
が
い
る
が
、

カ
ゴ
か
ら
こ
ち
ら
の
人
間
の
様
子
を

一
日
よ
く
観
察
し
て
い
る
。

一
郎
も
ク
ロ
に
自
分
を
見
す
か
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
だ
か
ら
同
じ
自
分
と
な
っ

て
現
れ
て
く
る
の
だ
。

一
郎
み
た
い
な
夢
を
私
も
み
る
時

が
あ
る
。
自
分
が
気
に
し
て
い
る
こ

と
が
夢
に
は
出
る
よ
う
だ
。一
郎
は
、

自
分
の
容
姿
に
少
し
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
を
も
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
作
文
や
算
数
の
テ
ス
ト
に
困
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
帰
り
の

上
り
坂
を
登
る
の
が
本
当
に
大
変
な

の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど
う
し
て
も

西
部
げ
き
の
映
画
を
観
た
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

一
郎
は
そ
ん
な
夢
を
み
た
後
、

「
な
ん
て
、
変
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
ん
だ
ろ
う
。」

と
言
っ
て
い
る
。
夢
で
自
分
が
し
た

こ
と
を
「
変
な
こ
と
」
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
一
郎
も
夢
の
中
で
し

た
こ
と
は
、
ふ
だ
ん
の
自
分
か
ら
は

考
え
ら
れ
な
い
行
動
だ
っ
た
の
だ
。

一
郎
は
ふ
だ
ん
は
き
っ
と
真
面
目
な

生
徒
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
で
も
、

自
分
の
中
に
も
う
一
人
の
自
分
が
い

て
、
も
し
こ
う
だ
っ
た
ら
…
と
悪
い

想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

時
に
は
あ
る
の
だ
。

私
も
、宿
題
が
た
ま
っ
た
り
す
る
と
、

「
誰
か
助
け
て
。」

と
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
う
。そ
し
て
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
や
っ
て
来
て
、

た
ま
っ
た
宿
題
を
い
と
も
簡
単
に
片

づ
け
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
の
を
想

像
す
る
。

現
実
は
助
け
て
く
れ
る
人
な
ん
て

い
な
い
し
、
勉
強
は
自
分
の
力
で
や

ら
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、
つ
い
そ
ん

な
こ
と
を
想
像
し
て
し
ま
う
の
だ
。

犬
丸
太
郎
と
は
何
だ
ろ
う
。「
犬

丸
」
と
い
う
名
前
や
、
ク
ロ
が
見
え

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
犬
丸
太
郎

は
ク
ロ
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
た
だ

ク
ロ
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分

を
み
つ
め
る
も
う
一
人
の
自
分
の
よ

う
な
気
が
す
る
。
太
郎
は
「
善
」
で
、

一
郎
は
「
悪
」
だ
。
自
分
の
中
の
二

面
性
が
、
こ
の
夢
に
現
れ
た
よ
う
に

思
う
。犬
丸
太
郎
は
一
郎
の
良
心
だ
。

一
郎
に
、
そ
う
し
た
ら
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

同
じ
こ
と
を
し
て
み
て
、

「
こ
ん
な
自
分
を
ど
う
思
う
？
」

と
、
無
言
で
問
い
か
け
て
く
る
。
犬
丸

太
郎
を
通
し
て
自
分
を
知
る
の
だ
。

も
し
、
私
の
前
に
同
じ
こ
と
を
す

る
私
が
現
れ
た
ら
、
私
は
ど
う
思
う

だ
ろ
う
。
私
の
姿
っ
て
ど
ん
な
ふ
う

に
写
る
ん
だ
ろ
う
。
自
分
が
思
っ
て

い
る
よ
り
も
本
当
の
自
分
は
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
き
っ

と
一
郎
の
よ
う
に
、
自
分
の
姿
に
自

分
で
腹
を
立
て
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
は
な
か
な

か
分
か
ら
な
い
も
の
だ
。
つ
い
自
分

の
こ
と
は
正
当
化
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
も
客
観
的
に

自
分
の
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
自
分
が
良
く
な
い
方
へ
か
た
む

き
そ
う
に
な
っ
た
時
、
き
っ
と
そ
れ

を
修
正
す
る
力
に
な
る
は
ず
だ
。
一

郎
も
夢
の
中
の
自
分
の
行
動
を
見

て
、「
こ
ん
な
こ
と
は
す
る
も
の
で

は
な
い
。」
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
郎
は
ふ
だ
ん
は
ク
ラ
ス
で
は
優

等
生
な
の
だ
ろ
う
。
学
級
委
員
を
し

た
り
、
宿
題
を
忘
れ
る
こ
と
が
初
め

て
だ
っ
た
り
、
犬
丸
太
郎
が
や
っ
て

来
る
ま
で
ク
ラ
ス
の
花
形
だ
っ
た
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
分
か
る
。

優
等
生
で
い
つ
づ
け
る
の
は
大
変

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
悪
い
考

え
を
お
こ
す
夢
を
見
た
り
す
る
の

だ
。
私
も
優
等
生
ま
で
は
い
か
な
く

て
も
、
自
分
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
生

き
て
い
き
た
い
。
何
か
の
誘
惑
に
負

け
そ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
ん
な
自
分

を
し
っ
か
り
自
制
で
き
る
よ
う
な
自

分
の
目
を
持
ち
た
い
。

私
の
中
に
も
き
っ
と
犬
の
ク
ロ
の

よ
う
な
存
在
が
い
る
。
辛
い
時
に
誘

惑
に
負
け
そ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
れ

を
き
道
修
正
し
て
く
れ
る
よ
う
な
何

か
が
い
て
く
れ
て
、
今
の
自
分
が
あ

る
よ
う
に
思
っ
た
。

表
紙
の
ト
ラ
の
写
真
は
、
ね
ら
っ

た
え
物
に
今
に
も
と
び
か
か
り
そ
う

で
す
。
ぼ
く
は
、
そ
の
姿
が
こ
わ
そ

う
だ
け
れ
ど
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く

見
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ト
ラ
の
事

が
も
う
少
し
知
り
た
く
な
り
こ
の
本

を
え
ら
び
ま
し
た
。

そ
の
写
真
は
、
作
者
で
カ
メ
ラ
マ

ン
の
飯
島
さ
ん
が
と
っ
た
も
の
で
し

た
。
飯
島
さ
ん
は
、
野
生
の
ト
ラ
の

写
真
を
と
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
の
ド

ド
ワ
国
立
公
園
の
中
に
あ
る
タ
イ
ガ

ー
ヘ
ブ
ン
と
い
う
研
究
所
へ
行
き
ま

す
。
ト
ラ
の
研
究
で
有
名
な
ビ
リ
ー

さ
ん
に
会
う
た
め
で
す
。
は
る
ば
る

イ
ン
ド
ま
で
研
究
者
に
会
い
に
行
く

の
だ
か
ら
、
飯
島
さ
ん
は
と
て
も
勉

強
家
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ビ
リ
ー
さ
ん
は
、
前
に
『
タ
ラ
』

と
い
う
名
前
の
動
物
園
生
ま
れ
の
め

す
の
ト
ラ
を
、
ド
ド
ワ
国
立
公
園
の

中
の
し
せ
つ
で
育
て
た
後
、
野
生
に

戻
し
た
け
い
け
ん
が
あ
る
そ
う
で

す
。
ト
ラ
を
か
い
な
が
ら
、
ト
ラ
の

生
活
を
か
ん
さ
つ
し
、
イ
ン
ド
の
ト

ラ
の
ほ
ご
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
か

ら
で
す
。

ぼ
く
は
最
初
、
ト
ラ
は
肉
食
動
物

だ
か
ら
、
タ
ラ
が
大
人
に
な
っ
た
ら

人
間
の
こ
と
を
お
そ
っ
た
り
、
食
べ

た
り
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ビ
リ
ー
さ

ん
が
タ
ラ
を
ち
ゃ
ん
と
育
て
て
野
生

に
も
ど
し
た
の
は
勇
気
が
あ
る
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
本
を
読
ん

で
い
く
う
ち
に
、
ビ
リ
ー
さ
ん
は
完

全
に
野
生
に
戻
っ
た
タ
ラ
の
姿
を
見

と
ど
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
は
ト
ラ
の
事
が
好
き
で
、
大
切

に
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ペ
ッ
ト

の
よ
う
に
か
わ
い
が
り
な
が
ら
自
分

の
手
も
と
に
お
い
て
ほ
ご
す
る
の
で

は
な
く
、
本
当
の
動
物
の
幸
せ
を
ね

が
っ
て
野
生
に
も
ど
し
た
の
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

飯
島
さ
ん
は
、
ビ
リ
ー
さ
ん
が
作

っ
た
え
づ
け
場
の
近
く
に
自
動
カ
メ

ラ
や
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
を
と
り
つ
け

て
ト
ラ
の
写
真
を
と
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
ト
ラ
は
人
を
お
そ
う

き
け
ん
が
あ
る
の
で
、
こ
の
方
法
は

と
て
も
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
温
度
計
は
四
十
五
度

近
く
を
さ
し
、赤
外
線
セ
ン
サ
ー
は
、

川
の
中
に
む
ね
ま
で
入
り
な
が
ら
と

り
つ
け
た
そ
う
で
す
。
中
と
半
ぱ
な

気
持
ち
で
は
、
こ
ん
な
事
は
と
て
も

ぼ
く
に
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し

た
。カ

メ
ラ
を
取
り
つ
け
た
次
の
朝
、

カ
メ
ラ
は
ト
ラ
に
お
し
た
お
さ
れ
た

り
、
ど
ろ
と
よ
だ
れ
で
べ
ち
ゃ
べ
ち

ゃ
に
ぬ
れ
て
五
百
メ
ー
ト
ル
も
は
な

れ
た
草
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
り
、

コ
ー
ド
は
か
み
切
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
フ
ィ
ル
ム
は
な
ん
と

十
二
枚
も
き
れ
て
い
た
の
で
す
。
自

動
カ
メ
ラ
で
う
つ
し
た
ト
ラ
の
写
真

も
こ
の
本
に
の
っ
て
い
ま
し
た
。
立

ぱ
な
ト
ラ
の
姿
が
力
強
く
う
つ
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
カ
メ
ラ

マ
ン
飯
島
さ
ん
の
気
持
ち
が
カ
メ
ラ

に
と
ど
い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
で
飯
島
さ
ん
は
、
ト
ラ
に

お
そ
わ
れ
そ
う
に
な
り
、
ひ
っ
し
に

に
げ
て
助
か
っ
た
事
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
ん
な
に
色
々
大
変
な
思
い

を
し
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
飯
島

さ
ん
か
ら
は
、「
何
と
し
て
も
い
い

写
真
が
と
り
た
い
！
」
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本

当
に
ト
ラ
に
き
ょ
う
味
が
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
知
り
た
い
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
か
っ
た
き
け
ん
に
も

あ
っ
た
の
に
、
飯
島
さ
ん
は
写
真
を

と
り
続
け
て
い
ま
す
。
ト
ラ
が
好
き

で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
風
に
仕
事
に
う
ち
こ

む
飯
島
さ
ん
の
こ
と
を
、
と
て
も
か

っ
こ
い
い
人
だ
と
ぼ
く
は
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
も
飯
島
さ
ん
の
よ
う
に
、
体

中
が
ふ
る
え
る
く
ら
い
ほ
れ
こ
む
事

を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

出
来
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
や
り
た
い
事
の
た
め
に
い
つ

ま
で
も
が
ん
ば
れ
る
、
幸
せ
な
人
に

な
れ
る
よ
う
、「
毎
日
色
ん
な
事
に

が
ん
ば
っ
て
取
り
組
も
う
！
」
と
言

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

４月２７日（金）、第７９回学校法人東京聖徳学園創立記念日式典が、聖徳大学川並香順記念講堂において挙行
され、そのなかで「学園長賞」「学園優秀賞」の表彰が行われました。受賞団体、受賞者は以下の通りです。

学
園
優
秀
賞

読
書
感
想
文

全
文
掲
載
（
原
文
マ
マ
）

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
五
年

t
田
夢
乃

も
う
一
人
の
自
分

■

課
題
図
書

大
石

真

『
見
え
な
く
な
っ
た
ク
ロ
』

平成23年度「学園長賞」「学園優秀賞」
附属小学校が読書感想文でダブル受賞

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
三
年

湯
浅
博
斗

カ
メ
ラ
で
ト
ラ
を
つ
か
ま
え
ろ
！

■

課
題
図
書

飯
島

正
広

『
カ
メ
ラ
で
ト
ラ
を
つ
か
ま
え
ろ
！
』

◎学園長賞

「てのひら文庫賞」読書感想文全国コンクール
10年連続最優秀校
聖徳大学附属小学校

学園長賞は、前年度、学術、スポーツ、芸術そ
の他の分野において特に功績が顕著であった個
人又は団体、並びに該当する学生等の直接的な
指導にあたった教職員を表彰するものです。

◎学園優秀賞

第35回「てのひら文庫賞」読書感想文
全国コンクール優秀賞受賞

O田 夢乃（聖徳大学附属小学校5年）
湯浅 博斗（聖徳大学附属小学校3年）

第53回全国書道展団体の部外務大臣賞受賞
聖徳大学附属女子中学校・高等学校 書道部

第11回全日本アールンピアノコンペティション
全国大会Ｆ級優秀賞受賞
グランドファイナル総合全国大会第2位受賞

藤川 慶子（聖徳大学音楽学部演奏学科
器楽コースピアノ専修4年）

学園優秀賞は、前年度に同様の分野において、
相応の功績が顕著であった個人、又は団体、並び
に該当する学生等の直接的な指導にあたった教
職員を表彰するものです。

※受賞時の所属・学年
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平
成
七
年
四
月
、
教
育
改
革

の
機
運
が
沸
々
と
し
て
い
る

中
で
、
未
来
を
展
望
し
て
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
光
を
あ
て
る
べ
く
、
聖
徳
大

学
児
童
学
研
究
所
が
誕
生
し

ま
し
た
。

「
子
ど
も
を
知
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
医

学
・
心
理
の
視
点
か
ら

子
ど
も
の
成
長
発
達

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
子
ど
も
の

発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
、
教

育
学
の
視
点
か
ら
子
ど
も
の

教
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
子
ど

も
の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
「
子
ど
も
の
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、「『
若
手
』

を
活
か
す
『
学
校

力
』」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
大
学
を
卒
業

し
て
現
場
へ
出
た

ば
か
り
の
新
任
教

諭
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め

の
一
助
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

新
任
教
諭
の
中

に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
前
に
立
っ
て
も
、

な
か
な
か
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
う

ま
く
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ず
に
悩

む
人
が
多
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
授
業
で
何
を
伝
え
る
か

を
明
確
に
す
る
こ
と
や
他
の

先
生
の
授
業
を
見
る
こ
と
で

問
題
を
解
決
し
た
事
例
な
ど

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
七
月
二
十
八
日

（
土
）に
開
催
し
、「
幼
・
保
・
小

連
携
の
視
点
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、

児
童
学
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所

第
13
回
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板
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板
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所
長
の
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徳
大
学
松
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
歩
い
て
十
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
「
戸
定
邸
」
が

あ
り
ま
す
。
戸
定
邸
は
、
水
戸

藩
最
後
の
藩
主
で
あ
っ
た
徳
川

昭
武
の
隠
居
所
と
し
て
一
八
八

四（
明
治
十
七
）年
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存

じ
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。

◆
昭
武
は
当
時

華
族
の
間
で
は

や
っ
て
い
た
写

真
を
趣
味
に
し

て
お
り
、
こ
こ
を

拠
点
に
古
ヶ
崎
・

金
杉
・
小
金
・
千

駄
堀
・
日
暮
な
ど

と
い
っ
た
周
辺

の
村
々
に
し
ば

し
ば
撮
影
に
出

か
け
て
い
ま
す
。

兄
で
も
あ
る
最

後
の
将
軍
慶
喜

も
同
邸
を
訪
れ
、

一
緒
に
撮
影
に

出
か
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

◆
作
品
は
隣
接

す
る
歴
史
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
、
農
作
業
に
い
そ
し
む
地

元
の
人
々
の
姿
を
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
虚
飾
を
排
し
て
彼

ら
の
素
の
表
情
を
た
ん
た
ん

と
写
し
撮
っ
た
作
品
か
ら
は
、

逆
に
カ
メ
ラ
の
向
こ
う
か
ら

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
く
昭

武
の
人
と
な
り
を
も
彷
彿
と

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ

れ
ら
の
作
品
群
は
、
明
治
中
期

の
農
村
の
様
子
を
リ
ア
ル
に

残
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
歴
史
資
料
と
し
て
も

貴
重
で
す
。

◆
歴
史
館
で
は
住
宅
地
に
変

貌
し
て
し
ま
っ
た
当
地
松
戸

の
百
二
十
年
前
の
暮
ら
し
が
、

昭
武
の
写
真
を
通
し
て
追
体

験
で
き
ま
す
。
季
節
や
よ
し
！

戸
定
邸
の
あ
る
「
戸
定
が
丘
歴

史
公
園
」
は
ツ
ツ
ジ
や
ア
ジ
サ

イ
を
は
じ
め
、
種
々
の
花
々
が

い
ま
を
盛
り
と
競
っ
て
い
る

は
ず
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教

授
／
専
門
分
野
は
日
本
近
代

政
治
史
）
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第 回9
大
庭
邦
彦

松
戸
の
明
治
を
切
り
取
っ
た
徳
川
昭
武

所長

松浦 信夫

子
ど
も
の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

聖

戸定邸

と
じ
ょ
う
て
い

あ
き
た
け

児童学研究所ホームページ

http://www.seitoku.ac.jp/kenkyujyo/jidou/

聖徳大学児童学研究所 検 索 ▲

本研究所が主催する講演会や研究発表会
の情報を掲載！ぜひご覧ください。

昨年度の子どもの教育シンポジウムの様子

日時：6月9日（土）13：30～16：15 ／6月10日（日）10：00～16：00
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「地域で子どもを育てよう」をテーマに、1日目は青少年教育の専門家を交えた鼎談
ていだん

と2つの分科会、2日目は地域の企業・団体にご協力いただいて小学生を対象にお仕
事体験ワークショップ「聖徳おしごとデパート」を開催します。あわせてかえっこ
バザール、Kids英語ひろばを実施します。皆さま、ぜひご参加ください。

場所：聖徳大学生涯学習社会貢献センター（10号館）【松戸駅東口徒歩1分】
【お問い合わせ】 聖徳大学生涯学習研究所 Tel.047-365-5691（直通）

URL http://www.tunagari.jp/

参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料参加費：無料

四
月
十
一
日（
水
）、
留
学
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

新
入
留
学
生
歓
迎
会
が
、
大
学

一
号
館
に
あ
る
学
生
ホ
ー
ル

「
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入
留

学
生
は
、
大
学
院
七
名
、
学
部

（
編
入
）二
名
、
短
大
二
名
の
計

十
一
名
で
し
た
。
大
勢
の
先
輩

留
学
生
、
日
本
人
学
生
、
教
職

員
が
激
励
す
る
た
め
に
集
ま

り
、
総
勢
五
十
名
を
超
え
る
に

ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

始
め
に
新
入
留
学
生
全
員
が

と
て
も
緊
張
し
た
様
子
で
一
人

ず
つ
自
己
紹
介
を
し
、
そ
の
後

は
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
や
飲
み
物

を
囲
み
、
大
学
生
活
や
出
身
地

の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
新
入

留
学
生
か
ら
は
「
自
分
に
は
こ

ん
な
に
頼
れ
る
人
が
た
く
さ
ん

い
て
う
れ
し
い
。」
と
の
声
も
あ

り
、
不
安
や
疑
問
を
相
談
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
先
輩
留
学
生
代
表

と
し
て
人
間
栄
養
学
部
三
年
・

廖

淳
如
さ
ん
よ
り
、
歓
迎
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
廖
さ

ん
は
、「
新
入
生
の
皆
さ
ん
に

会
い
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
よ
う
こ
そ
聖
徳
フ
ァ

ミ
リ
ー
！
」
と
、
元
気
に
挨
拶
を

し
ま
し
た
。
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
を
乗
り
越
え
、
強
い
意
思

で
日
本
留
学
を
決
め
た
彼
女
た

ち
の
大
学
生
活
が
、
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
先
輩
学
生
、

教
職
員
が
支
え
て
い
き
ま
す
。

自己紹介をする新入留学生

平
成
二
十
四
年
度

留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
留
学
生
が
先
輩
と
交
流

リ
ョ
ウ

ジ
ュ
ン
ニ
ョ

リュミエールのピザ
※普段はさまざまな焼きたてのパンを提供しています！

五
月
三
日（
木
・
祝
）、
読
売

新
聞
社
主
催
第
八
十
二
回
新

人
演
奏
会
が
、
上
野
の
東
京
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、

一
九
三
〇
年
か
ら
始
ま
り
、
今

年
で
八
十
二
回
を
数
え
る
国

内
で
最
も
古
く
か
ら
の
伝
統

と
実
績
を
誇
る「
新
人
演
奏
会
」

で
す
。

全
国
の
音
楽
大
学
、
音
楽
系

短
期
大
学
の
中
か
ら
今
回
は

三
十
六
校
が
参
加
し
、
各
大
学

か
ら
平
成
二
十
三
年
度
に
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
卒
業
し
た
学

生
が
出
演
し
ま
し
た
。
本
学
か

ら
は
、
音
楽
学
部
演
奏
学
科
卒

業
生
を
代
表
し
て
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
の
松
本
直
子
さ
ん
、ピ
ア
ノ

伴
奏
の
松
丸
樹
さ
ん
、
ホ
ル
ン

独
奏
の
横
尾
映
美
さ
ん
、ピ
ア
ノ

伴
奏
の
藤
川
慶
子
さ
ん
の
四
名

が
出
演
し
ま
し
た
。

演
奏
曲
目
は
松
本
さ
ん
が
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
歌
劇

「
蝶
々
婦
人
」
よ
り
「
あ
る
晴

れ
た
日
に
」
を
松
丸
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
華
麗
に
歌
い
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
横
尾
さ
ん
が
、

グ
ラ
ズ
ノ
フ
作
曲
の
「
夢
想

作
品
二
十
四
番
」
を
藤
川
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
会
場
全
体

に
響
き
渡
る
ホ
ル
ン
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

演
奏
家
の
こ
れ
か
ら
の
成
長

と
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

左より藤川さん、横尾さん、松本さん、松丸さん

読
売
新
聞
社
主
催

「
第
八
十
二
回
新
人
演
奏
会
」
に

本
学
か
ら
四
名
出
演
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新
入
生
歓
迎
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ツ
ア
ー（
Ｆ
Ｔ
）が
、
五
月
七

日（
月
）・
八
日（
火
）の
一
班
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
全
七
班
編

成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研

修
の
目
的
は
、
箱
根
の
自
然
の

中
で
一
泊
二
日
の
集
団
行
動

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
入
生

と
在
学
生
、
教
員
と
学
生
の
結

び
つ
き
を
強
め
、
大
学
生
活
や

卒
業
後
の
社
会
生
活
を
送
る

た
め
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

一
日
目
は
、
今
年
か
ら
一
、

二
年
生
で
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
学
習
ス
タ
イ
ル
の

自
己
点
検
や
、
今
後
大
学
生
活

を
進
め
る
上
で
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夕

食
後
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
新
入
生
が
上
級
生
の
部

屋
に
招
か
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
親
睦
を
は
か
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
箱
根
彫
刻
の
森

美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
本

学
園
に
縁
の
あ
る
流
政
之
氏
、

多
田
美
波
氏
な
ど
の
芸
術
作

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
日
間
の
交
流
は
、
人
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
を
今
一
度
見
直
し
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
和
」
を

理
解
す
る
た
め
の
よ
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

彫刻の森にて

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

四
月
十
四
日

（
土
）、
聖
徳
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ

デ
イ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
入

学
生
が
上
級
生

や
教
職
員
と
の

親
睦
を
深
め
、

一
日
で
も
早
く

学
生
生
活
に
慣

れ
る
こ
と
を
目

的
に
、
二
・
三

年
生
が
二
ヶ
月

以
上
も
前
か
ら

準
備
を
行
い
、

当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

午
前
中
の
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

一
・
二
部
生
混
合
で
上
級
生
の

司
会
進
行
の
も
と
、
子
ど
も
の

こ
ろ
に
遊
ん
だ
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
」
を
楽
し
ん
だ
り
、
授
業

で
学
ん
だ
手
遊
び
歌
や
手
作

り
の
人
形
劇
を
演
じ
た
り
と
、

保
育
者
を
目
指
す
学
生
ら
し

い
内
容
が
目
立
ち
ま
し
た
。
各

グ
ル
ー
プ
で
上
級
生
が
考
案

し
た
内
容
は
、「
指
導
案
」
の
よ

う
に
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
が
随

所
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も

ピ
ア
ノ
連
弾
が
あ
り
ま
し
た
。

連
弾
を
行
っ
た
学
生
の
中
に

は
入
学
当
時
は
ピ
ア
ノ
初
心

者
の
上
級
生
も
多
く
、
新
入
生

か
ら
は
「
一
年
間
で
こ
ん
な
に

弾
け
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
！
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ

ス
ン
に
期
待
す
る
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
び
な

が
ら
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
挟

ん
で
、
午
後
か
ら
は
一
部
生
、

二
部
生
に
分
か
れ
「
学
生
生
活

Ｑ
＆
Ａ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
様
子
や
授
業
の
内
容

は
も
ち
ろ
ん
、
二
部
生
で
は
、

「
簡
単
で
低
カ
ロ
リ
ー
、
お
腹

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
夜
食
レ

シ
ピ
紹
介
」
な
ど
自
由
に
会
話

を
楽
し
み
、
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
へ
の
不
安
を
解
消
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
新
入
生
・
上
級
生
共
に
、

「
保
育
者
に
な
り
た
い
」
と
い

う
夢
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

先
輩
考
案
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
も
て
な
し

襷
を
つ
な
げ

読者の皆さま

春風そよ吹く遅日、周回練習の途上で藤の花を見かけました。
そこはかとない風情を感じましたものですからしばらく足を止め、
愛でていたのです。

坂の上　導（しるべ）となりし　藤の花

まるで選手たちの道標となっているかのようでした。
藤はマメ科の一種です。
秋にその実は音をたてて、さやから弾け飛ぶのだそうです。

そんな藤の花言葉のような大いに「歓迎」すべき６選手が、
この春入部してきました。

彼女たちも秋には藤つるのような強さを備え、
関東大学女子駅伝（９／３０）では、
その実（身）を大いに弾けさせてほしいと思う今日このごろです。
「がんばれ！」の一言が何よりもの励みになります。
皆さまの熱い声援をいただければ幸いです。

走走　五月吉日

陸上競技部
監督　佐藤信春

保護者の授業見学のご案内 ―すべての授業を見学できます―

〈前期（1学期）〉

平成24年5月7日（月）～平成24年7月20日（金）

〈後期（2学期）〉

平成24年9月10日（月）～平成25年1月18日（金）

見学時間：1時限目～7時限目 全授業

※土曜日は、実習オリエンテーションおよび補講などを実施いたします。不定期になりますので、お問い合わせの上、お申込みください。
※ご質問・お問い合わせは、本校学生サポートセンターまでお気軽にご連絡ください。

Tel：03-5476-8811 Fax：03-3476-8820 E-mail：senmon＠seitoku.ac.jp

折り紙で「トトロ」の形のネームプレートを作り、自己紹介しました。

今年５月、大学１号館にある川並弘昭記念図書館内の「子ども図書館」では、
端午の節句にちなみ、「五月飾り」として五月人形や日本各地の郷土玩具などを
展示しました。その一環として、建物の窓一面には鯉のぼりも飾られました。

昨
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部
。
日

夜
走
り
続
け
る
彼
女
た
ち
の
風
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

今
号
よ
り
四
回
に
わ
た
り
、
陸
上
競
技
部
監
督
か
ら
の
便

り
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
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「ピーターラビットとその仲間たち」展 「利根山光人コレクション」展

特別展覧会／聖徳大学心理・福祉学部開設記念

本学所蔵のコレクションの中から、ビアトリクス・
ポターが描いた愛らしい動物たちで人気の高いピーター
ラビットとその仲間たちに関連した初版本やグッズなど
を公開中です。

特別展覧会

［時間］９：００～１７：００（休館は、毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

「天馳せる」リトグラフ（1988年）

本学園の2012年版カレンダーに使用
されたドン・キホーテシリーズの作品
を中心に展示しています。

【お問い合わせ】聖徳大学川並弘昭記念図書館 Tel：047-365-1111（大代）

［アクセス］ＪＲ常磐線・ＪＲ乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線「松戸駅」下車、東口より徒歩５分

会期 ／好評開催中～8月11日（土）
会場 ／ 聖徳大学８号館 ギャラリー

会期 ／好評開催中～10月31日（水）
会場 ／ 聖徳大学８号館

利根山光人記念ギャラリー

「レンズを通して見る世界の野鳥たち」展

特別展覧会

根付孫悟空分身の術
（東声方作） コサギ（フランス）

高円宮妃久子殿下がこれまで世界各地で撮影され
た、大自然の中で生き生きと羽ばたいている野鳥た
ちの姿を紹介します。また、高円宮殿下が妃殿下と
ともに蒐集された“根付（ねつけ）”を特別出品として
展示します。

入場無料会期 ／ 6月15日（金）～7月31日（火）
会場 ／ 聖徳大学１号館 聖徳博物館

大学１号館の`` 水槽́ を́泳ぐ「鯉のぼり」

部員たちと（上段中央は部長の百瀬定雄教職研究科准教授、上段右端が筆者）
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す
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た
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き

た
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き

た
す
き

平
成
二
十
四
年
度

「
新
入
生
歓
迎
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

ツ
ア
ー（
Ｆ
Ｔ
）」
を
終
え
て

入場無料
入場無料※初日の6月15日（金）は、午後1時よりの公開です。
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

新
入
生
が
入
学
す
る
の
を

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
桜

の
花
が
満
開
の
中
、
四
月
九
日

（
月
）、川
並
知
子
名
誉
学
園
長
、

川
並
弘
純
学
園
長
、
川
並
芳
純

校
長
、
ご
来
賓
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
が
温
か
く
見
守
る
中
、
平

成
二
十
四
年
度
第
三
十
回
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
大
き
め
の
新
し
い
制

服
に
身
を
包
み
、
大
き
な
期
待

と
少
し
の
不
安
の
中
で
こ
の

日
を
迎
え
た
中
学
校
新
入
生

八
十
四
名
が
、
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
か

ら
温
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

今
後
の
中
学
校
生
活
へ
の
心

強
い
励
ま
し
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
宣
誓
は
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
堂
々

と
中
学
生
ら
し
い
宣
誓
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
は
小
笠
原
流
礼
法

宗
家
・
小
笠
原
敬
承
斎
先
生
の

お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
続

け
て
、
後
援
会
入
会
式
を
行
い

ま
し
た
。
ど
の
顔
に
も
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
対
す
る
期
待

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
祝
い
会
食
の
後
、
親
子
Ｌ

Ｈ
Ｒ
、
親
子
記
念
撮
影
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
部
活

動
の
勧
誘
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
中

を
皆
明
る
い
笑
顔
で
帰
宅
し

ま
し
た
。
本
校
生
徒
の
一
員
と

し
て
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
一
日（
日
）よ
り
、
茨
城

県
、
千
葉
県
の
二
十
一
市
町
村

と
九
駅（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
「
取
手
」

「
藤
代
」、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

「
守
谷
」「
み
ら
い
平
」「
み
ど
り

の
」、
関
東
鉄
道
常
総
線
「
水

海
道
」、
東
武
野
田
線
「
梅
郷
」、

Ｊ
Ｒ
成
田
線
「
湖
北
」「
成
田
」）

か
ら
取
手
聖
徳
ま
で
を
結
ぶ

１０
路
線（
取
手
線
、
藤
代
線
、

つ
く
ば
東
線
、
つ
く
ば
西
線
、

八
千
代
線
、
境
線
、
野
田
線
、

成
田
線
、
新
利
根
線
、
阿
見
線
）

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、（
株
）十
和

観
光
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、定
期
券（
往
復
・
片
道
）

の
他
、
一
時
乗
車
の
た
め
の
回

数
券
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
利
便
性
が
高
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
、
全
て
の
路
線

が
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
取
手
・
藤

代
か
ら
は
直
行
便
）と
な
り
、

よ
り
快
適
で
安
全
な
登
下
校

が
実
現
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

１０
路
線
全
て
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校

第
三
十
回
入
学
式

八
十
四
の
笑
顔
の
花
が
咲
く

桜
の
花
が
よ
う
や
く
ほ
こ

ろ
び
始
め
た
四
月
八
日（
日
）、

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校
の
新
入
生
百
六
十
七
名

を
対
象
と
し
た
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ（Sei-
toku

Freshm
en ,s

C
am
p

）」

が
、
長
野
県
佐
久
市
に
あ
る
学

園
の
施
設
「
か
す
が
の
森
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ

た
こ
の
合
宿
は
「
真
の
聖
徳
生

に
な
る
」
た
め
に
、
学
習
方
法

に
つ
い
て
学
び
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
や
学
年
教
員
と
の
親
睦
を

図
り
、
そ
の
後
の
学
校
生
活
の

基
盤
作
り
を
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

初
日
は
開
校
式
に
続
き
、
長

野
雅
弘
校
長
に
よ
る
講
話
が

あ
り
、「
長
野
式
復
習
法
」
や

「
学
校
生
活
を
楽
し
く
す
る
方

法
」
が
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
担

当
者
か
ら
、
授
業
の
心
構
え
や

ノ
ー
ト
の
取
り
方
、
予
習
・
復

習
の
方
法
な
ど
、「
取
手
聖
徳

流
学
習
方
法
」を
学
び
ま
し
た
。

二
日
目
は
学
習
だ
け
で
な

く
、「
夢
を
も
と
う
」「
よ
り
よ

い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
の
時

間
も
設
け
ら
れ
、
い
ず
れ
の
時

間
も
生
徒
た
ち
の
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
メ
モ
を
取
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

緊
張
の
中
、
ス
タ
ー
ト
し
た

合
宿
で
し
た
が
、
三
日
目
に
は

生
徒
た
ち
に
自
信
に
満
ち
た

表
情
や
元
気
な
挨
拶
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
の
成
果
を
明
日
か

ら
の
学
校
生
活
に
発
揮
し
て

い
き
ま
す
。

入
学
式
を
終
え
て
約
一
週

間
が
過
ぎ
た
四
月
十
八
日（
水
）

か
ら
附
属
女
子
高
校
一
年
生

が
、
翌
十
九
日（
木
）か
ら
は
附

属
女
子
中
学
一
年
生
が
、「
学

習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活

の
場
か
ら
離
れ
、
成
田
に
あ
る

「
ホ
テ
ル
日
航
成
田
」
で
の
二
泊

三
日
の
生
活
は
、
新
し
い
学
校

生
活
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
生

徒
た
ち
に
は
、よ
り
一
層
の
緊

張
感
を
与
え
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
目
的
は
、「
学
習
に

取
り
組
む
姿
勢
を
身
に
付
け
、

積
極
的
に
知
識
を
習
得
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る
」

「
聖
徳
生
と
し
て
有
意
義
な
中

学
・
高
校
生
活
を
送
る
た
め
の

基
礎
作
り
を
行
う
」「
ク
ラ

ス
・
学
年
の
友
人
と
親
睦
を
深

め
る
と
同
時
に
、
集
団
生
活
で

大
切
な
約
束
を
自
然
に
で
き

る
よ
う
に
身
に
付
け
る
」
の
三

つ
で
す
。

一
コ
マ
三
時
間
連
続
で
行

わ
れ
た
学
習
の
時
間
、
卒
業
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
時
間
、

進
路
希
望
を
現
実
の
も
の
に

す
る
た
め
の
進
路
指
導
教
諭

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
時
間

な
ど
、
日
ご
ろ
の
学
校
生
活
で

は
味
わ
え
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
み

な
が
ら
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
学
習

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

成
果
を
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
・

高
校
生
活
の
三
年
間
に
生
か
し

て
、
立
派
な
「
聖
徳
レ
デ
ィ
ー
」

に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
て

満開の桜をバックにクラスごと記念写真を撮影

・9月22日（土・祝）
聖朋会総会・懇親会
聖徳祭
・模擬店

「手作りケーキ」「玉こんにゃく」の販売

・展示

平成25年

・3月1日（金）聖朋会入会式

・10月14日（日）
サークル活動

「スポーツレク」
（ソフトバレー・バドミントン）

「バーベキュー」

取手聖徳女子中高同窓会

「聖朋会」活動のお知らせ
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きれいな姿勢で長野校長の講話を聞く生徒たち

スクールカラーである緑のラインを配し、ロゴと学校名がデザインよく刻まれた車体
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幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
園
生
活
に
慣
れ
て
き
た
五

月
に
「
春
の
遠
足
」
を
実
施
し

ま
す
。
年
長
児
は
、
お
友
達
と

一
緒
に
は
と
バ
ス
に
乗
っ
て

東
京
都
府
中
市
に
あ
る
「
府
中

郷
土
の
森
」
に
出
か
け
ま
す

（
今
年
は
五
月
九
日（
水
）に
実

施
し
ま
し
た
）。

昔
の
民
家
や
い
ろ
り
を
見

学
し
て
、「
わ
ら
で
で
き
た
屋

根
だ
ね
」「
昔
の
人
は
こ
こ
で

温
ま
っ
て
い
た
ん
だ
」「
こ
の

敷
居
は
踏
ん
だ

ら
い
け
な
い
の

よ
」
と
言
い
な
が

ら
、
昔
の
建
物
の

特
徴
や
し
き
た

り
を
覚
え
ま
す
。

そ
し
て
、
午
後
は

水
遊
び
を
し
て

遊
び
ま
す
。

年
少
児
と
年

中
児
は
、
親
子
で

「
新
宿
御
苑
」
に

行
き
ま
す（
今
年

は
五
月
二
十
三

日（
水
）に
実
施
し
ま
し
た
）。

ク
ラ
ス
ご
と
に
親
子
で
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
と
る
遊
び
を
し

た
後
、
園
児
だ
け
で
公
園
内
の

散
策
に
出
か
け
ま
す
。
別
れ
際

に
泣
き
な
が
ら
散
歩
に
行
く

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

園
児
が
散
策
を
し
て
い
る

間
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
他
の

保
護
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
広

場
で
集
団
遊
び
を
し
て
過
ご

し
ま
す
。
童
心
に
戻
っ
て
大
変

盛
り
あ
が
り
、
楽
し
め
る
ひ
と

と
き
で
す
。

遠
足
の
昼
の
お
母
様
手
作

り
の
お
弁
当
は
、
園
児
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
ク
ラ
ス
で
一

緒
に
食
べ
る
の
も
う
れ
し
い

よ
う
で
、「
こ
の
唐
揚
げ
お
い

し
い
よ
」「
鮭
の
お
に
ぎ
り
だ

よ
」「
僕
は
サ
ン
ド
ウ
イ
ッ
チ
」

「
こ
の
ト
マ
ト
甘
い
ん
だ
よ
」

と
会
話
も
弾
み
、
ク
ラ
ス
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

よ
い
時
間
に
な
り
ま
す
。

府中郷土の森にて

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

四
月
十
日（
火
）、
や
わ
ら
か

な
日
差
し
と
優
し
い
風
の
中
、

満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
た
附
属

小
学
校
で
、
平
成
二
十
四
年
度

の
第
二
十
七
回
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
つ

つ
も
、
た
く
さ
ん
の
期
待
を

胸
に
秘
め
た
新
一
年
生
五
十

五
名
を
迎
え
ま
し
た
。

式
の
中
で
は
、
一
年
担
任

か
ら
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ

れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
返
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
代
表
児
童
の
「
誓
い
の

言
葉
」
で
は
、「
先
生
の
お

話
を
よ
く
聞
き
、
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
を
見
習
っ
て
、
立

派
な
聖
徳
の
子
に
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
聖
徳

の
子
と
し
て
「
が
ん
ば
る
ぞ
」

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
学
園
長
先

生
か
ら「
爽
や
か
な
式
で
し
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
参
列
し
た
五
、
六
年
生
、

吹
奏
楽
の
上
級
生
の
態
度
も

立
派
で
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
が
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
り
、
暖
か
い
春
を
感

じ
た
入
学
式
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
小
さ
く
て
、
か
わ
い
い

聖
徳
の
子
の
六
年
間
の
附
属

小
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
児
童
た
ち
の
気
持

ち
が
、
一
つ
ず
つ
し
っ
か
り
と

実
を
結
ぶ
よ
う
に
、「
今
の
こ

こ
ろ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
育

て
て
い
き
た
い
と
全
教
職
員

が
心
に
誓
っ
た
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

校長先生を前に誓いの言葉を述べる児童たち

春
の
遠
足

（
府
中
郷
土
の
森
・
新
宿
御
苑
）

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

幼
稚
園
で
は
、
地
震
や
火
災

時
の
避
難
や
身
の
守
り
方
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

年
六
回
の
防
災
訓
練
を
計
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
訓
練
で
は
、
非
常

用
サ
イ
レ
ン
の
音
に
驚
い
て

涙
を
流
し
、
防
災
帽
子
が
か
ぶ

れ
ず
に
慌
て
て
し
ま
う
年
少

児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
訓

練
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
一

人
で
帽
子
が
か
ぶ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
進
ん
で
机
の
下
に
避

難
し
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
さ

え
、「
お
さ
な
い
・
か
け
な
い
・

し
ゃ
べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な

い
・
ち
か
づ
か
な
い
」
の
「
お

か
し
も
ち
」
の
約
束
の
意
味
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
署
の
方
に
来
園

し
て
い
た
だ
き
、
話
を
聞
い
た

り
、大
き
な
消
防
車
を
見
た
り
、

消
防
服
を
着
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
と
て
も
興
味
を
持
っ

て
学
ん
で
い
ま
す
。
起
震
車
で

実
際
の
揺
れ
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
ど

の
よ
う
に
身
を
守
っ

た
ら
よ
い
の
か
を
園

児
自
身
で
感
じ
と
り

ま
す
。
発
煙
筒
で
実

際
の
煙
の
流
れ
を
見

て
、
煙
の
恐
ろ
し
さ

や
煙
を
吸
わ
な
い
よ

う
に
避
難
す
る
こ
と

も
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時

の
交
通
ま
ひ
を
想
定

し
て
、
保
護
者
の
方

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
引

き
取
り
訓
練
」
も
一
学
期
に
行

っ
て
い
ま
す
。
教
職
員
も
、
消

火
訓
練
や
通
報
訓
練
、
応
急
処

置
な
ど
を
消
防
署
の
方
か
ら

直
接
ご
指
導
い
た
だ
き
、
園
児

の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

「
防
災
訓
練
」で
身
の
守

り
方
を
学
ん
で
い
ま
す

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

真剣な表情で訓練に臨む園児たち

第
二
十
七
回

入
学
式

代
表
児
童
が
堂
々
と
宣
誓

四
月
十
六
日（
月
）、
体
育
館

に
全
校
児
童
が
集
ま
り
、「
一

年
生
を
迎
え
る
集
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
か
ら
一
年
生
に
合
奏
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
き
、
一

年
生
は
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、「
び
っ
く
り
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」
と
い
う
曲
の
合
奏

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
名
の
通

り
、
太
鼓
や
シ
ン
バ
ル
、
テ
ィ

ン
パ
ニ
、
管
楽
器
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
楽
器
が
登
場
し
、
一
年

生
は
飛
び
跳
ね
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

一
年
生
は
、
お
礼
に
秘
密
で

練
習
を
し
て
き
た
「
あ
し
た
て

ん
き
に
な
あ
れ
」
の
歌
と
ダ
ン

ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
校
長
先

生
か
ら
は
「
今
年
の
一
年
生
の

歌
声
は
す
ご
い
ね
！
」
と
お
褒

め
の
言
葉
が
あ
り
、
会

場
か
ら
も
大
き
な
拍
手

を
も
ら
い
ま
し
た
。

迎
え
る
集
会
の
後
は
、

の
メ
ン
バ
ー
と
の
顔
合

わ
せ
集
会
で
す
。
初
め

は
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
自
己
紹
介
や
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
す
る
中
で
笑

顔
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
一
年

間
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

経
験
す
る
中
で
、
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら

優
し
さ
の
バ
ト
ン
を
し

っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
よ
う
、

全
教
職
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

※
「
明
和
班
」
と
は
、
一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
学
年
縦
割
り
班

活
動
で
す
。六
年
生
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
を
班
長
と
し
て
協
力

し
て
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
年
生
を
迎
え
る
集
会
、

「
明
和
班
」
顔
合
わ
せ
集
会
開
催

今年は１年生を驚かせようと大きな音の出る楽器を増やしました

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

第
七
回
卒
業
生
の
竹
内
佐
織

さ
ん
は
、
自
身
の
卒
業
制
作

で
デ
ザ
イ
ン
し
た
洋
服
を
児

童
た
ち
に
着
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
後
も
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
の
報
告
は
附
属
小
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

附
属
小
も
二
十
七
歳
を
迎

え
た
今
年
、
校
風
と
伝
統
を

大
切
に
素
晴
ら
し
い
学
校
に

発
展
し
て
き
て
い
る
こ
と
を

卒
業
生
と
し
て
誇
り
に
感
じ

て
い
ま
す
。
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
聖
徳
の
子
の
財
産
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
行
事
を

見
に
、
ぜ
ひ
母
校
を
ご
訪
問

く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
さ

ま
を
よ
く
ご
存
知
の
先
生
方

が
多
く
、
仕
事
を
続
け
て
い

る
の
も
私
立
な
ら
で
は
で

す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
同
窓
会
「
秋
和
会
」

は
、
第
一
回
卒
業
生
の
嶋
崎

亨
大
さ
ん
に
今
年
度
も
引
き

続
き
会
長
に
就
任
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
第
二

回
卒
業
生
・
大
森
亜
希
さ
ん

（
旧
姓
・
渡
邉
）、
第
五
回
卒
業

生
・
青
木
千
佳
さ
ん（
旧
姓
・

秋
元
）、
第
六
回
卒
業
生
・
広

瀬
知
里
さ
ん
を
迎
え
、
準
備

委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
役
員
を
中
心
に
各
年
度

の
同
窓
会
活
動
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。同

窓
会
で
は
進
路
指
導
の

一
環
と
し
て
、
児
童
た
ち
に

卒
業
生
に
よ
る
授
業
を
始
め

て
今
年
で
八
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
に
、
歯
科
医
師

で
あ
る
嶋
崎
会
長
が
「
歯
み

が
き
の
仕
方
」
の
授
業
、
同

じ
く
第
一
回
卒
業
生
で
美
容

室
経
営
者
の
山
崎
洋
平
さ
ん

が
「
洗
髪
の
仕
方
」
の
授
業

附
属
小
同
窓
会

秋
和
会

「

秋
和
会
準
備
委
員
会
」
発
足
！

同
窓
会
幹
事
　
附
属
小
教
諭
　
渡
辺

五
大
（
第
一
回
卒
業
生
）

http://www.seitoku.jp/shogaku/shuwakai

● 附属小のホームページをチェック！

聖徳大学附属小学校 検 索 ▲

最新のト
ピックス

を

常に掲載
しており

ます。

ぜひご
覧下さい

。

「秋和会」の活動
報告はこちらの
リンクよりご覧
いただけます。

め
い
わ

待
ち
に
待
っ
た「
明
和
班
」

※



第60号（7） 平成24年6月1日（金）

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
園

児
た
ち
が
幼
稚
園
生
活
や
新
し

い
ク
ラ
ス
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ

て
き
た
四
月
二
十
一
日（
土
）に
、

「
春
の
自
然
に
親
し
み
、
友
達
や

先
生
、
家
の
方
と
楽
し
く
過
ご

す
」
と
い
う
狙
い
の
も
と
、
成

田
山
公
園
へ
の
遠
足
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
天
気

予
報
で
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
ど
う
に
か
天
気
も
も
ち
、

予
定
通
り
遠
足
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

成
田
山
の
大
本

堂
前
に
集
合
し
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
記

念
写
真
を
撮
り
、

公
園
内
の
散
策
に

出
発
し
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
歩
く

コ
ー
ス
や
距
離
が

違
う
の
で
す
が
、

今
年
は
特
に
年
少

児
の
園
児
た
ち
が

な
か
な
か
歩
か

ず
、
保
護
者
に

「
抱
っ
こ
」
を
せ

が
ん
で
い
る
姿
を

多
く
見
か
け
ま
し
た
。
家
庭
で

の
様
子
も
垣
間
見
え
、
我
が
子

を
励
ま
し
た
り
、
な
だ
め
た
り

し
な
が
ら
手
を
つ
な
ぎ
、
一
緒

に
最
後
ま
で
歩
く
親
子
、
す
ぐ

に
抱
き
上
げ
て
し
ま
う
保
護
者

の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

公
園
は
坂
や
階
段
も
多
く
、

疲
れ
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
途
中
の
池
で
は
た
く
さ
ん

の
鯉
を
見
て
、
そ
の
大
き
さ
に

驚
い
た
り
、
は
し
ゃ
い
で
い
る

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
場
所

の
広
場
に
到
着
す
る
と
、「
お
な

か
が
す
い
た
！
」「
も
う
ご
飯
？
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
家
の
方

が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
張
る
姿

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

少
し
寒
く
は
あ
り
ま
し
た

が
、
新
し
い
友
達
や
先
生
、
家

の
方
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
四
月
、
身
体
や
心
の
発

達
が
大
切
な
時
期
に
豊
か
な
体

験
を
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
幼

児
の
個
性
や
よ
い
面
を
認
め
、

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
目

的
で
、
二
歳
児
対
象
の
「
に
こ

に
こ
ル
ー
ム
パ
ン
ダ
組
」
を
開

会
し
ま
し
た
。

家
庭
生
活
で
は
味
わ
え
な
い

た
く
さ
ん
の
友
達
と
の
遊
び
を

通
し
て
、
優
し
い
気
持
ち
、
我

慢
す
る
心
や
き
ま
り
を
知
り
、

守
る
心
を
育
て
、
さ
ら
に
、「
あ

い
さ
つ
」「
衣
服
の
着
脱
」「
排

泄
」「
食
事
」
な
ど
の
基
本
的
生

活
習
慣
を
、
幼
稚
園
生
活
で
楽

し
く
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が

ね
ら
い
で
す
。

附
属
浦
安
幼
稚
園
で
は
、
四

月
七
日（
土
）、十
二
名
の
パ
ン

ダ
組
の
園
児
が
入
会
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
集
団
生
活
に
戸

惑
う
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
入

園
し
て
一
週
間
経
つ
と
自
分
の

靴
箱
が
分
か
り
、
出
席
カ
ー
ド

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
ブ
レ
ザ

ー
か
ら
ス
モ
ッ
ク

に
着
替
え
る
一
連

の
流
れ
も
分
か
り

始
め
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
や
ろ

う
と
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
成

果
も
徐
々
に
表

れ
、「
先
生
！
で

き
た
よ
」
と
得
意

気
に
報
告
し
て
く

る
園
児
も
い
ま

す
。
ま
だ
友
達
と

遊
ぶ
よ
り
一
人
で

遊
ぶ
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
保

育
者
も
一
緒
に
か
か
わ
り
、友

達
の
輪
を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
後
の

パ
ン
ダ
組
の
成
長
を
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
が
、

日
本
語
の
理
解
を
深
め
る
教
育

の
取
り
組
み
と
し
て
「
チ
ー
バ

く
ん
ふ
る
さ
と
・
こ
と
ば
か
る

た
」
の
読
み
札
の
公
募
を
実
施

し
ま
し
た
。

応
募
規
定
に
は
、
読
み
札
に

家
族
や
友
達
、
動
植
物
を
慈
し

む
心
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

る
心
、
ふ
る
さ
と
意
識
な
ど
の

道
徳
的
要
素
や
、
日
本
語
特
有

の
リ
ズ
ム
や
響
き
を
盛
り
込
む

こ
と
と
あ
り
ま
し
た
。

附
属
幼
稚
園
の
園
児
・
保
護

者
も
多
数
作
品
を
応
募
し
ま
し

た
。
読
み
札
選
定
委
員
会
で
、

八
千
九
十
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
四
十
四
作
品
の

読
み
札
が
昨
年
八
月
二
日（
火
）

に
決
定
し
、
本
園
の
三
歳
児（
当

時
）の
大
山
翔
央
君
の
作
品
「
さ

よ
う
な
ら

あ
し
た
も
い
っ
ぱ

い
あ
そ
ぼ
う
ね
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

幼
稚
園
で
も
、
か
る
た
遊
び

を
通
し
、
文
字
や
言
葉
を
覚
え

る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
住

む
千
葉
県
を
知
り
、
美
し
い
日

本
語
の
響
き
を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

三
歳
児
は
、
入
園
し
て
も
う

す
ぐ
一
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
幼
稚
園
生

活
に
も
慣
れ
、
泣
い
て
い
た
幼

児
も
笑
顔
に
変

わ
り
、
園
庭
遊

具
や
ま
ま
ご
と

コ
ー
ナ
ー
や
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
好

き
な
遊
び
を
見

つ
け
、
友
達
と

一
緒
に
積
極
的

に
遊
ぶ
姿
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

四
月
二
十
六

日（
木
）か
ら
本

格
的
な
給
食
が

始
ま
り
ま
し
た

が
、
家
庭
と
は

違
っ
た
環
境
で

食
べ
る
こ
と
に

少
し
ず
つ
慣
れ

る
よ
う
「
な
ら

し
給
食
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ッ

カ
ー
サ
ン
ド
、

ゼ
リ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本
給
食
の
初
日
は
、
園
児
た

ち
が
大
好
き
な
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

で
し
た
。「
あ
ぁ
〜
、
い
い
に
お

い
」「
ぼ
く
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら

れ
る
よ
！
」
と
食
べ
る
気
満
々

の
声
。
ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
完

食
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
野

菜
が
苦
手
で
手
を
つ
け
ず
に
い

る
園
児
も
い
ま
し
た
が
、「
こ
の

野
菜
を
食
べ
る
と
大
き
く
な
れ

る
よ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
る
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
が

ん
ば
り
も
見
ら
れ
ま
す
。

家
庭
で
の
食
生
活
も
大
き

く
変
わ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
も
含
め
、
園
児
た
ち
が
心

身
共
に
健
康
に
育
つ
よ
う
偏

食
を
な
く
し
、
友
達
と
一
緒

に
食
べ
る
楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
い
な
が
ら
、
食
事
の
マ

ナ
ー
や
正
し
い
箸
の
持
ち
方

が
身
に
付
く
よ
う
、
援
助
し

て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
で
は
年
に
三
回
の
保

育
参
観
の
他
に
、
入
園
・
進
級
し

て
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
き
た

こ
ろ
に
「
親
子
親
睦
会
」
を
行

っ
て
い
ま
す（
今
年
は
四
月
十

七
日（
火
）に
実
施
し
ま
し
た
）。

園
児
た
ち
は
保
護
者
の
方
と

幼
稚
園
で
遊
べ
る
こ
の
日
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
親

睦
会
の
日
が
近
づ
く
と
「
今
日

は
お
母
さ
ん
来
る
日
？
」
と
毎

日
確
認
し
、
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
親
睦
会
は
保
護
者
の
方

と
遊
ぶ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
ど
の

ク
ラ
ス
も
ま
ず
は
ゲ
ー
ム
形
式

で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
こ

の
自
己
紹
介
で
園
児
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
の
方
も
今
ま
で
話

し
た
こ
と
の
な
い
方
と
話
す
こ

と
が
で
き
、
親
子
共
に
新
し
い

友
達
作
り
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
動
物
や
園
児
の
好

き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
か
け
て
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
の
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
初

め
は
緊
張
が

見
ら
れ
た
ク

ラ
ス
の
雰
囲

気
も
、
会
が
終

わ
る
こ
ろ
に

は
す
っ
か
り

和
み
ま
し
た
。

新
入
園
児

に
と
っ
て
は

初
め
て
の
園

生
活
、
進
級
園

児
に
と
っ
て

も
新
し
い
ク

ラ
ス
で
の
生

活
で
、
子
ど
も

の
様
子
を
心

配
し
て
い
る
保
護
者
の
方
も
多

い
時
期
で
す
が
、
幼
稚
園
の
一

日
の
生
活
の
流
れ
や
友
達
と
か

か
わ
っ
て
過
ご
し
て
い
る
様
子

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

親子が一緒になって友達の輪を広げました

池で鯉を探す園児たち

今日の絵本はなにかな

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

に
こ
に
こ
ル
ー
ム

二
歳
児
パ
ン
ダ
組

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

成
田
山
公
園
へ
の
遠
足

み
ん
な
で
遊
び
ま
し
ょ
う

「
親
子
親
睦
会
」

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

「
チ
ー
バ
く
ん

ふ
る
さ
と
・
こ
と
ば
か
る
た
」

読
み
札
に
採
用

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

翔央君の採用作品

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

給
食
が始ま

り
ま
し
た
！！

千葉県内の書店にて販売中

大きく口をあけてほお張りながら食事をする園児たち

し
ょ
う
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「保育の聖徳○R」の夏の伝統行事、「SEITOKU夏期保育大学」は、おかげさまをもち
まして、多くの方々のご支援、ご参加により、今年で45回目を迎えることとなりました。
今年は、“子どもを伸ばす”を総合テーマに掲げ、将来を担う子どもたちが、心豊かに
楽しく、健やかに育っていくことを願い、子ども中心の保育の原理と保育者の関わり
方の大切さをお話しします。
全体会では、お茶の水女子大学客員教授・名誉教授
の内田伸子先生をお招きし、ご講演をいただきます。
午後の分科会では、保育や幼児教育などさまざまな場
面で役に立つ、14テーマの分科会をご用意いたしました。
講師との学びを通し、また、同じ現場で働く先生方、
子育てに関心のある方々との交流を通し、楽しく充実
したひとときをお過ごしいただければと思います。
皆さまのご参加を心よりお待ちいたしております。

●分科会：

●日時：平成24年7月21日（土）10時～16時
●会場：聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
●総合テーマ：“子どもを伸ばす”
●全体会：
講演／「子どもの創造的想像力を育む保育者の役割

―子どもを伸ばすことばかけ―」
講師／内田 伸子先生（お茶の水女子大学客員教授・名誉教授）

【お申込み・お問い合わせ】 聖徳大学生涯学習課 Tel.047-365-3601（直通）

子どもの未来を応援します 7月21日（土）

●受講料：一般：5,000円 卒業生：4,000円 在学生：2,500円

①幼児理解を深める
② 0・1・2歳児の保育の環境を見直そう
③小学校のスタートプログラムと接続期の保育
④子どもに届く、しかり方・伝え方
⑤困難な子どもの発達支援 ―国語・算数につながる力―
⑥行動や情緒に困難のある幼児の理解と支援 ―明日からの保育に役立つヒントやアイデアを考える―
⑦保護者とのコミュニケーション力を磨こう！
⑧子どもの育ちを支える家庭との連携の在り方
⑨幼児の絵や活動を見る技術 ―当事者の視点にたった分析と指導の工夫―
⑩「絵本と紙芝居を楽しむ」
⑪ピアノで表現！
⑫運動会や行事に適した集団遊び、親子あそび
⑬わかりやすい子どもの保健 ―成長、発達、感染、アレルギー、放射線―
⑭乳幼児期の食育・企画プロデュース

SEITOKU夏期保育大学第４５回
s6月17日［日］ s7月15日［日］ s8月5日［日］

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200
入学説明会

s6月16日［土］ s7月28日［土］ s8月9日［木］
13：00～15：00 10：00～12：00 13：00～15：00

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811

s7月16日［月・祝］10：00～ s8月18日［土］10：00～
■聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：047-392-8111

s6月17日［日］
s6月23日［土］ s6月30日［土］ s7月22日［日］

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111

学校説明会 わくわくオープンスクール

s7月22日［日］s8月5日［日］

学校説明会 s6月30日［土］
■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111

学校説明会関係行事のご案内

昼の s6月26日［火］
17：30～19：30

夜の

※詳細につきましては、お問い合わせください。

s6月10日［日］ 札幌：札幌グランドホテル
s6月30日［土］ 山形：ヤマコー小ホール
s7月1日［日］ 盛岡：マリオス
s7月21日［土］ 静岡：パルシェ

s7月22日［日］ 新潟：ホテルオークラ新潟
s7月28日［土］ 青森：アスパム
s7月29日［日］ 秋田：アトリオン
s8月1日［水］ 郡山：ホテルプリシード郡山
s8月2日［木］ 仙台：アエル

s6月10日［日］ 札幌：札幌グランドホテル
s6月30日［土］ 山形：ヤマコー小ホール
s7月1日［日］ 聖徳大学松戸キャンパス
s7月1日［日］ 盛岡：マリオス
s7月21日［土］ 静岡：パルシェ

s7月22日［日］ 新潟：ホテルオークラ新潟
s7月28日［土］ 青森：アスパム
s7月29日［日］ 聖徳大学松戸キャンパス
s7月29日［日］ 秋田：アトリオン
s8月1日［水］ 郡山：ホテルプリシード郡山
s8月2日［木］ 仙台：アエル

出張

中学校 s9月15日［土］高等学校　普通科 s6月9日［土］音楽科

聖徳大学
松戸キャンパス

開催
10：30～16：00 10：30～16：00 10：30～17：00

9：30～12：30
※全て9：30～12：10

中学校 s8月4日［土］s8月19日［日］高等学校

s7月22日［日］ s8月26日［日］中学校・
高等学校

音楽講習会 s6月2日［土］ s6月23日［土］学校見学会

s 6月6日［水］ 平塚：ラスカホール

★学食無料体験あり

★授業見学・会食体験あり

※全て12：30～15：00

※全て12：30～15：00

※全て10：00～

※全て10：00～

※全て10：00～

進学相談会

※全て10：00～

内田伸子先生

大学・短期大学部・大学院 同窓会
「香和会」支部パーティー開催のご案内
１０月から１２月にかけて、全国７支部で
楽しい支部パーティーを開催します。
会いたかった級友に再会するための他
支部参加も大歓迎です。どうぞお気軽に
参加してください。役員一同お待ちして
います。
このほか、１１月３日（土・祝）の聖徳祭

（聖徳大学／松戸市）では、ハッピーホーム
カミングを企画しております。
※各支部パーティーの場所等詳細につきましては、
郵送にてご案内いたします。

【お問い合わせ】 香和会事務室 Tel.047-366-5084（直通）

大学院・大学・短大同窓会「香和会」第４５回 総会・懇親会のお知らせ
香和会の総会並びに懇親会を下記の通り開催いたします｡先生や同窓生と語り合う
楽しい一日、ぜひご参加ください。ニューオータニの特別料理をご賞味ください。

●日時：7月22日（日）
●場所：聖徳大学 8号館

アミティエ
●懇親会費：2,000円
ご同伴の中高生500円（小学生以下無料）

・10：30～11：30 新１号館見学スペシャルツアー
・11：30～ 総会受付開始
・12：00～15：00 総会・懇親会および東日本大震災

支援チャリティーミニコンサートPart2

【お申込み・お問い合わせ】 香和会事務室　Tel.047-366-5084（直通）

毎年、お子様連れの参加も多く大変好評です。ミニコンサートや抽選会もあります。

平成24年度大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程
・6月10日（日） 13：00 北海道支部総会・保護者会 札幌グランドホテル

・9月2日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会 盛岡・ホテルニューカリーナ

・9月16日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会 長野・ホテル国際21

・9月23日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス

・10月14日（日）10：30 新潟地区支部総会・保護者会 新潟・万代シルバーホテル

・10月21日（日）10：30 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

・10月28日（日）10：30 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡

・11月11日（日）10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 ホテル日航那覇グランドキャッスル

・11月18日（日）10：30 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル

・11月25日（日）10：30 茨城県支部総会・保護者会 土浦・ホテルマロウド筑波

・12月2日（日） 10：30 東京地区支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

15：00～18：00 s 6月15日［金］ 横浜：新都市ビル15：30～18：00

北海道・東北支部
支 部 名 日 程

19月 2日（日）

南 関 東 支 部
甲州・中部・東海支部

合同開催

12月 2日（日）

九州・沖縄支部 11月10日（土）

北 関 東 支 部 11月18日（日）

北陸・上信越支部 10月14日（日）

近畿・中国・四国支部 12月15日（土）

ご宿泊券プレゼントクイズ！！
☆2組4名様に宿泊券が当たる☆

夏休みの予定はもうお決まりですか？ご家族、ご友人とのご旅行には
ぜひ学園の保養所をご利用ください。今回は、特別に「ご宿泊券プレゼ
ントクイズ」を開催します。皆さま、ふるってご応募ください！！

かすがの森（旧称：かすが荘）http://kasugaso.com

問題 かすが荘は名称が新しくなりました。新名称は？

賞品／学園保養所ご宿泊券（一泊二食大人２名様分）２組４名様
既予約にも充当可。佐久・山中湖どちらかの保養所で利用可。
利用可能期間、平成２４年７月１０日～平成２４年１０月３１日。除外日、８月１０日～８月１５日。

抽選・当選発表／厳正な抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
賞品発送は６月下旬ごろを予定しております。

応募期間／平成２４年６月１日（金）～ 平成２４年６月２５日（月）正午

ヒ ン ト／

応募方法／

山中湖ガーデン／外観 かすがの森／客室

山中湖ガーデン 検 索 ▲

森と湖のヒーリングリゾート

山中湖ガーデン
信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート

http://yamanakako-garden.com

※「ニュース＆トピックス」から応募フォームをご利用ください。


